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. 卒論
卒論作成に際しては，独創性を必須とし，実際に自
身で調査することを前提としています。全員の論文を
対象に数回の検討会を実施し，徹底的に議論した上で
執筆を行っています。テーマは「農」と「食」に関連
するものに限定します。
卒論の調査については，ゼミ生全員参加の討議にお
いて必要であると認められた場合に実施することにな
ります。遠隔地の調査については事前の調査計画書の
提出を義務付けていますが，基本的には十分な安全を
確保したうえで，奨励しています。
. 今後の予定
今後については，フィールド調査実習から投稿論文
作成までのプロセスを充実させて，3 年次の投稿論文
はもちろんですが，卒論のレベルの引き上げを目指し
ます。
